
一般社団法人鳥取県配合飼料価格安定基金協会

※ 積立金単価1,800円/ﾄﾝ （生産者600円/ﾄﾝ、メーカー600円/ﾄﾝ＋特別積立600円/ﾄﾝ）

エ 別途納付積立金の徴収及び納付

区　分 件数（件） 納付金単価（円/ﾄﾝ） 対象数量（ﾄﾝ） 別途納付金額（円）

積立単価（円） 600 600 600 600 －

契約数量（ﾄﾝ） 30,549 29,779 32,169 32,051 124,548

ﾄﾝ

（　－名） （　2 名）

新規加入者 7 0 352 0

積立金（円） 18,329,400 17,867,400 19,301,400 19,230,600 74,728,800

ウ 通常補てん生産者積立金の徴収及び納付

区　分 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

畜産基金へ116ﾄﾝ（2名）

イ 基金間移動に伴う契約状況

内 訳

契約数量 増 減

の増減 ﾄﾝ 116

合　計

契約数量（ﾄﾝ） 129,249 126,163 129,934 128,917 124,764

加入者数（人） 172 163 157 163 168

（参考） 令和６年度契約数量　115,909トン　契約件数164戸

（参考）加入者及び契約数量の推移

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

肉用鶏 69,060ﾄﾝ 計 3 △  216（ 7戸）

③基金間移動（２）

採卵鶏 9,938ﾄﾝ 第4四半期 3 △  158 ④その他（－）

豚 10,716ﾄﾝ 第3四半期 2 △  58

（ 8戸）

①廃業（１）

肉用牛 22,603ﾄﾝ 第2四半期 ②購入中止（－）

乳用牛 12,447ﾄﾝ （56戸） 第1四半期

（90戸）

（ 7戸）

ア 価格差補てん契約の締結並びに解約動向 （令和５年度）

当初契約

124,764ﾄﾝ （168戸） 期別 件数 増数量 解約数量 事　由

(1) 配合飼料価格差補てん事業 （事業対象年度：令和３年度～令和６年度）

配合飼料価格の変動が及ぼす畜産経営の影響を緩和するため、配合飼料価格安定

制度の下、制度加入生産者及び一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金

（以下「全日基」という。）と価格差補てん事業に必要な年度当初における数量契約、

通常補てん積立金等に付随する業務及び補てん金交付業務を実施した。

令和５年度事業報告

期間中における増減内容



※1

※2
※3

※4

R5第2四半期のうちR5第1四半期分は2件、51,871kg、109,652円の精算を、1件、12,500㎏、

R5第3四半期のうちR5第1四半期分は１件、64,300kg、67,965円の、R5第2四半期分は１件

25,000kg、46,250円の、R5第3四半期は1件、1,000kg、627円の精算をそれぞれ含む
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国4割
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4,761 11,346 496

合計 9,800 16,800 7,750
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区　　分
令和４年度 令和５年度

第１ 第２

R4年度第1四半期から通常補てん金部分は、分割交付を実施（R4第４四半期を除く）（下表参照）

実際の交付単価（目安） <参考>四半期 四半期 四半期 四半期 四半期 四半期 四半期 四半期
第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

（それぞれ交付対象数量950 7,050

（参考） 価格差補てん金の分割状況 （単位：円/トン）

327

(1,460) (420) 40,928,115 12,578,238 53,506,353

12,578,238 12,668,677
期 〔通常補填：分割〕 1,880 3

27,016,973 10,853,036 10,853,036

四半 R5第3四半期分 <1,050> <630>
420 29,948,237 90,439

計

第３ R5第2四半期分 400

28,303,414 29,984,640

期 〔通常補填：分割〕 5,870 900

28,355,285 30,081,153 30,081,153

四半 R5第2四半期分 <5,250> <3,150>
2,100 27,016,973 56,735,640 81,050,913

29,984,640

24,315,273

計 (3,770) (2,100) 109,708,896 56,735,640 166,444,536

R5第1四半期分 1,057

18,045,962 9,471,937 27,517,899

計 (5,058) (327) 147,841,633

2,820 28,355,285 30,028,215 79,961,880 109,990,095
〔通常補填：分割〕 7,055 1,059

R4第2四半期分 1,363

123,482,035 79,961,880 203,443,915

R4第3四半期分 1,813 30,508,827

第１ R4第3四半期分 1,813

第２ R5第1四半期分 1,057

(4,235) (2,820)

55,312,470

計

期

55,312,470

四半 R5第1四半期分 <7,050> <4,230>

オ 価格差補てんの交付

9,471,937 157,313,570

38,141,350 38,141,350

30,508,827 55,312,470 55,312,470R4

R4第1四半期分 1,259 28,865,677 36,341,851 36,341,851

期 R4第4四半期分 950 623 327

(円）
期 別

通常

27,983,415

第４

異常
（㎏） 通常 異常（緊急） 合計

（緊急）

補てん金単価 (円） 対象数量 補てん金額

30,508,827 55,312,470 55,312,470

28,966,293

38,141,350

四半 R4第3四半期分 1,813

R4第2四半期分 1,363 27,983,415 38,141,350

37,500円の追加交付を含む

R5

令和5年度中の交付額 421,960,679 158,747,695 580,708,374



関係書類の受理・送付、生産者積立金の徴収等を行った。

　なお、令和５年度の登録頭数、積立金、交付金の交付実績は次のとおり。

2 225 4,100,500合計

(4) 肉用牛肥育経営安定交付金事業 （事業対象年度：令和４年度～令和６年度）

指定協会（公益財団法人鳥取県畜産推進機構）からの事務委託を受け、個体登録

29 984,100
0 0 0
2 196 3,116,400乳用種

合　計
1

交雑種

15 33,500 502,500
0
0

14 34,400 481,600
0
0

1

1

0
0
0

196 15,900

0
0

3,116,4002
1月～３月

４月～６月

７月～９月

10月～12月

肉専用種

交雑種

乳用種

肉専用種

交雑種

乳用種

肉専用種

ウ 交付金の交付状況 （令和５年１月～12月）

関係書類の受理・送付、生産者積立金の徴収等を行った。

　リース事業に係る既存貸付料徴収、保険更新手続き等を行った。

　令和５年度における貸付案件はなかった。

(3) 肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業 （事業対象年度：令和２年度～令和６年度）

指定協会（公益財団法人鳥取県畜産推進機構）からの事務委託を受け、個体登録

(2) 畜産環境整備機構リース事業 （畜産高度化支援リース事業）

イ 生産者積立金の状況 （令和５年度）

　なお、令和５年度の登録頭数、積立金、生産者補給金の交付実績は次のとおり。

ア 肉用子牛個体登録頭数 （令和５年１月～12月）

区　分

登録頭数（頭）

黒毛和種 交雑種 乳用種 備　考

(55) 101 (405) 515 (889) 753

国 1/2 県 1/4

事業参加者４名

合　計

(1,349) 1,369

※ （　　）は前年度数値

6,800

区分
積立単価 （円/頭） 対象頭数

（頭）

生産者積立金

（円）

136

561

519

1,216

54,400

448,800

882,300

期　別 品　種
生産者数

（戸）

1,700

黒毛和種

交雑種

乳用種

合計 1,385,500

生産者1/4

800 400 400

1,600 800 800

3,400 1,700

交雑種

乳用種

肉専用種

交雑種

乳用種

交付頭数
（頭）

交付金額 （円）
交付単価

（円）

肉専用種

1,600

3,200



ウ 交付金の交付状況 （令和５年１月～12月）

11 1,706 66,947,765
（前年） (1,824) (71,798,946)

肉専用種 8 98 7,053,897
交雑種 7 527 18,566,149
乳用種 4 1,081 41,327,719

合計

合 計

１２月
肉専用種 5 18 39,634.2 713,414
交雑種 （交付なし） 0
乳用種 3 116 6,732.9 781,015

１１月
肉専用種 3 8 54,738.9 437,909
交雑種 6 80 16,210.8 1,296,862
乳用種 （交付なし） 0

１０月
肉専用種 4 8 135,388.8 1,083,108
交雑種 6 59 51,198.3 3,020,697
乳用種 （交付なし） 0

９月
肉専用種 3 6 116,703.9 700,221
交雑種 7 63 53,065.8 3,343,142
乳用種 （交付なし） 0

８月
肉専用種 3 9 124,846.2 1,123,614
交雑種 6 48 56,643.3 2,718,876
乳用種 4 143 32,547.6 4,654,306

７月
肉専用種 3 7 77,536.8 542,756
交雑種 6 58 45,701.1 2,650,660
乳用種 4 120 37,302.3 4,476,273

3 8 47,349.9 378,797
６月

肉専用種
交雑種 6 35 45,225.0 1,582,875
乳用種 4 129 32,263.2 4,161,951

５月
肉専用種 2 5 69,539.4 347,696
交雑種 6 53 13,933.8 738,489
乳用種 4 140 45,099.0 6,313,860

10 24,552.9 245,526
交雑種 （交付なし） 0
乳用種 4 120 45,047.7 5,405,723

３月
肉専用種 2 5 83,953.8 419,768
交雑種 6 41 10,440.0 428,040
乳用種 4 126 56,792.7 7,155,878

４月
肉専用種 4

２月
肉専用種 2 6 103,336.2 620,016
交雑種 6 49 46,034.1 2,255,667
乳用種 4 99 45,992.7 4,553,276

１月
肉専用種 2 8 55,134.0 441,072
交雑種 6 41 12,947.4 530,841
乳用種 4 88 43,470.9 3,825,437

期 別 品　種 生産者数 （戸） 交付頭数 （頭） 交付単価 （円） 交付金額 （円）

乳用種 56,000 42,000 4,660 9,340 1,393 13,013,950

合計 2,163 21,682,700

※1 交雑種について、早期出荷6頭（@12,670円）、R4差額分（1,330円）を含む
※２ 乳用種について、R4差額分（3,330円）を含む

黒毛和種 64,000 48,000 5,330 10,670 108 1,152,360

交雑種 68,000 51,000 5,660 11,340 662 7,516,390

積立単価 （円/頭） 対象頭数 生産者積立金

国 3/4 県 1/12 生産者1/6 （頭） （円）
区分

登録頭数（頭） (108) 132 (648) 674 (1,416) 1,352 (2,172) 2,158 事業参加者１２名

※ （　　）は前年度数値

イ 生産者積立金の状況 （令和５年度）

ア 肥育牛個体登録頭数 （令和５年度）

区　分 黒毛和種 交雑種 乳用種 合　計 備　考



単価（円） 交付金額（円）

5141,300 668,200

6571,500 985,500

1,171 1,653,700

素牛導入、肥育牛輸送費に係る経費を助成する事業。

　交付実績は次のとおり。 （令和５年10月～令和６年３月）

県外

県内

合計

0

2

頭数（頭）単価（円） 交付金額（円）

1,200

1,000

補てん単価：8,500円/ﾄﾝ　

　当基金協会は、生産者の申請取りまとめ、補てん金交付等を行った。（R5.6.8）

133 267 625 166,875
267 675 180,225

第２四半期 1,600 1,200

1,200 133 267

交付金額 （円）

180,225
合計

品　種 生産者数 （戸） 交付頭数 （頭）

1,200 133
675

2,550 680,850

肉専用種 8 98 389,651
交雑種 7 527 1,020,648
乳用種

0

2,000

4 1,081 2,273,143

2 2,000

素牛導入 肥育牛出荷

頭数（頭）

(6)

ア

第４四半期 1,600

　93,538円 （切手代9,828円、振込手数料83,710円）

イ 交付金の交付状況 （令和５年度）

イ 畜産経営緊急救済事業 （鳥取県単独事業）

成する事業。

　交付実績は次のとおり。 （令和５年１月～12月）

飼料価格などの高騰のため、県が実施する緊急支援事業の補助事業者である鳥取県

畜産推進機構からの依頼を受け、事業参加申込書類の取りまとめを行った。

① 肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）で補てんされない残り部分の2分の１を助

②

合　計 11 1,706 3,683,442

156 28,948.293 8,500 246,060,489

② 事業推進指導費

① 特別補填金
対象者数 契約数量 単価 特別補填金　（円）

（名） (ﾄﾝ）　① （円/ﾄﾝ）　② ①×②

配合飼料価格安定制度による補てん金とは別に、令和4年度第４四半期に、生産コ

スト削減等に取り組む生産者に対して補てん金を交付する事業。

令和５年度は、交付金の交付実績はなし

畜産振興事業 （配合飼料高騰対策等）

配合飼料価格高騰緊急特別対策事業（Alic事業）

第３四半期 1,600

(5) 肉豚経営安定交付金制度 （事業年度：令和３年度～令和５年度）

生産者２名から事務委託を受け、申請書等関係書類の作成支援及び受理、独立行

政法人農畜産業振興機構への書類送付、連絡調整等の事務を行った。

　令和５年度は、交付金の実績はなかった。

ア 生産者積立金の状況 （令和５年度）

第１四半期 1,600 1,200 133 267 575 153,525

区分
積立単価 （円/頭） 対象頭数 生産者積立金
国 3/4 県 1/12 生産者1/6 （頭） （円）



合計 1 9 189,216

ウ 鳥取県和子牛価格対策事業 （子牛基金 鳥取県単独事業）

和牛繁殖農家に対し、鳥取県の和子牛売買価格が発動基準価格を下回ったときに

差額の4分の3を支援する事業（肉用子牛生産者補給金部分を除く）。公益社団法人鳥

　交付実績は次のとおり。 （令和５年10月～令和５年12月）

11月

－ －

取県畜産推進機構からの依頼を受け、事業参加申込書類の取りまとめを行った。

期別 交付金額 （円）生産者数 （戸） 交付頭数 （頭） 交付単価 （円）

10月 1 9 21,024 189,216

－ － － －

－ －12月


